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2019年度の生き物調査の結果は？
　上の図が、2019 年の 10種類の生き物の多さの
平均点数で、下の図は 2018年の結果です。棒グラ
フの青色が環境保全米の水田で、黄色は、慣行栽培
の水田の調査結果です。昨年の夏号の報告について
読者の方から前年との変化がわかるようにしてほし
いと意見を頂きました。
　2019 年度は、昨年度の 3,278 の回答結果と比
べて、4,154 の回答と多くの生産者にご協力を頂き
ました。今年は昨年度と比べてほとんどの生き物で、
平均点数が上昇しています。また、農薬使用量が慣
行栽培の半分の環境保全米と慣行栽培の違いもはっ
きりしています。生き物の平均点自体は 2013年以
降少しずつ回復する傾向にあります。後継者不足や
生産者の高齢化が進み、家族経営から大規模な農業
経営に変化する中で、環境保全米作りが減少してい
ますが、生産者の長い努力の結果があらわれていま
す。農業の担い手が減少する中での環境保全米作り
が一層求められています。

 ● 前回の通信の訂正：環境保全米通信春号の「世界農業遺産
の副読本」の記事に訂正があります。「冬水田んぼ」➡「ふ
ゆみずたんぼ」、「シナイモツゴ里の米」➡「シナイモツゴ
郷の米」、「鳴子のお米プロジェクト」➡「鳴子の米プロジェ
クト」ご迷惑をおかけしました。
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または各種情報の提供、イベントの案内以外の目的では使用いたしません。
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登米市南方町の水田

2019 年度の生き物調査の結果
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環境保全米って、いつ、なぜ始まったのですか？
コロナウイルスで皆さんも不自由な生活を余儀なくされていると思いますが、お元気でしょうか？今回の通
信では、今年の環境保全米の生産者の元気な取り組みやアンケートでご要望のありました仙台市の環境保全
米の授業実践、環境保全米を使った給食のメニューなどを紹介する予定でした。しかし、こうした状況では、
移動もできず、学校もお休みで、取材が限定されました。そこで、今回は、皆さんの環境保全米通信の読者
アンケートや県民会議のメンバーからのご質問を参考にして、「宮城県が発祥の『環境保全米』はなぜ始まっ
たの？」を特集する企画にしました。最後に、生産者からの伝言です。「元気にお米を作ってます。」

　みやぎの環境保全米は、今から 30年前、ヘリコプターが水田に農薬を空中散布していたことが当たり前だった時代に、
仙台市内の浄水場の水道水から農薬成分が検出されたことをきっかけに始まりました (新聞記事を参照 )。河北新報社が、
この状況を取材して、「農業があまりにも農薬に依存しすぎていないだろうか」という問いかけをして、『考えよう農薬』
のキャンペーンを始めました。
　この『考えよう農薬』では、地域の生態系・環境の問題や農薬を使用する生産者の健康問題、食べ物を食べる消費者の
食の安全・安心が議論されました。1年に及ぶ『考えよう農薬』キャンペーンは、農薬や化学肥料を減らして環境に優し
い農業を推進しようという『仙台宣言』に結実し、1991年にブラジルのリオデジャネイロで開催された国連地球サミッ
トで、当時のストロング事務局長に手渡されました。
　この『仙台宣言』を背景に、1996 年から『環境保全米』の栽培実験が始まり、1998 年から無農薬・無化学肥料栽培
や減農薬・減化学肥料栽培（当時の表現 )の『環境保全米』生産が始まりました。

みやぎの環境保全米が始まってから、今年で 30年を迎えました❶

1991年 7月 8日付　河北新報

1991年 6月 20日付　河北新報

2019年 12月 16日付　河北新報
写真は、JA全農宮城が「百年の杜づくりあしたのみどりキャンペーン」に協賛して、新聞に掲載し
た「みやぎの環境保全米」のアピールです。

　それから、みやぎの環境保全米県民
会議がつくられ、JAや県、企業、生協、
スポーツ団体などの協力を得て、第三
者が認証する減農薬・減化学肥料（当
時の表現）等のみやぎの『環境保全米』
の栽培面積が拡大していきました。
　2011 年 10 月 16 日には、県民会
議が「環境保全米宣言」を行い、地球
や地域の環境を豊かにし、消費者にも
生産者にも優しい「安全」「安心」の
米作りを宣言しました。おいしい宮城
の米を食べて、宮城の環境と農業を持
続可能なものにするというアピールで
す。その結果、その栽培面積は、宮城
県内の主食用水稲作付面積の約４０％
にまで拡大し、環境に優しい米づくり
日本一の実績を示しました。
　20 年間の『環境保全米』の環境に
優しい米づくりは、宮城県では「あた
り前」となり、環境に優しい米づくり
を進める生産者の熱意と工夫は、宮城
のおいしい米づくりの技術を高めてき
ました。2017 年 12 月に宮城県大崎
地域の「持続可能な水田農業を支える
『大崎耕土』の伝統的水管理システム」
が、国連食糧農業機関（FAO）の世界
農業遺産に認定されました。このこと
は、宮城県で育まれてきた先人の知恵
と環境に優しい農業や環境保全米の取
り組みが高く評価されたことを示して
います。
　この地球と地域の環境を豊かにし、
安全でおいしい環境保全米を作り続け
るためには、みんながごはんを食べる
ことが大切です。宮城県の学校給食で
子供たちが、みんな環境保全米を食べ
て、宮城県のごはんに誇りをもって欲
しいものです。　消費者の食生活と生
産者の米作りが、農業が密接に連携・
協力しながら、安全でおいしい食料や
地域の環境、生態系を育んでいきま
しょう。コロナに負けない健康づくり
も、安全安心の日本お米が大切です。

★環境保全米通信春号の記事へのご意見
　「自分の子どもが通う学校でも、以前は地域の農家さんに土地をお借
りして、さつまいもなどの野菜を作ったりしていましたが、農家さんの
都合でやめてしまったりと、なかなか農業を身近に体験できることが少
ないので、授業として学ぶ機会があるのは素晴らしいと思いました。」 仙
台市泉区 Sさん

「温湯消毒。実際の様子が見られたり、やりかたが書いてあり興味を持っ
た。」 多賀城市Aさん
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